
２０１７年に実施した広報文化行事 

第１２回アンダルシア伝統音楽フェスティバルへの日本人音楽家参加 

１２月２３日（土） 

 

１２月２０日から２５日にかけて、アルジェ・オペラにて開催された第１２回アンダルシア伝統

音楽フェスティバルに際し、日本人音楽家デュオ「二人囃子」（辻英明氏（津軽三味線）、太田

恵美子氏（唄、平太鼓））が参加しました。２３日に同フェスティバルに出演した「二人囃子」は、

「黒田節」、「ちゃっきり節」等の日本の各地方に伝わる伝統民謡の他、三味線、平太鼓のソロ

楽曲も披露し、和楽器の魅力を紹介しました。 

 

 

日本人音楽家による公邸コンサートの開催 

１２月２１日（木） 

 

１２月２１日、第１２回アンダルシア伝統音楽フェスティバル出演のため当地を訪れている

日本人音楽家デュオ「二人囃子」（辻英明氏（津軽三味線）、太田恵美子氏（唄、平太鼓））に

よるコンサートが、大使公邸で開催されました。アルジェリア政府関係者、メディア関係者等を

招き、日本の各地方に伝わる伝統民謡を中心とした演奏が披露されました。 

 

 

藤原聖也駐アルジェリア日本国大使のアルジェリー・エコ誌によるインタビュー 

１０月２６日、当地アルジェリー・エコ誌（アラビア語経済誌）ウェブサイト版に藤原大使への

インタビュー記事が掲載されました。同記事は、「藤原聖也在アルジェリア日本国大使：官民



合同の新たな委員会創設を検討」と題し、日本とアルジェリアの経済関係について紹介して

います。 

  【概要（和文）はこちら】 

 

藤原聖也駐アルジェリア日本国大使のエル・ビラッド紙によるインタビュー 

１０月２４日、当地エル・ビラッド紙（アラビア語日刊紙）に藤原大使へのインタビュー記事が

掲載されました。同記事は、「在アルジェリア日本国大使のエル・ビラッド紙に対するインタビ

ュー：２０１８年、トヨタと日産アルジェリアへ」と題し、日アルジェリア二国間関係を政治、経済、

文化の３つの側面から紹介しています。 

  【概要（和文）はこちら】 

 

 

「ジャパン・ウィーク」の開催 

１０月２２日（日）～２６日（木） 

https://www.dz.emb-japan.go.jp/jp/Interview2017.10.26.pdf
https://www.dz.emb-japan.go.jp/jp/Interview2017.10.24.pdf


 

１０月２２日から２６日にかけて、アルジェ文化宮殿において「ジャパン・ウィーク“祭”」が開

催されました。日アルジェリア外交樹立５５周年を記念した同事業では、日本文化を総合的に

紹介するため、様々なイベントを実施しました。期間中は、パリで活動される漫画家カタヒラ・

ヨシミ女史を招き、当地でも人気の高い日本マンガに関する講演会やワークショップ等を実施

した他、２５日には森宗勇日仏茶道交流会代表および木村英昭同会副代表を招き、茶道の

歴史に関する講演の後、備前焼を用いたデモンストレーションを行いました。また、２２日の日

本武道デモンストレーションには、本年４月から当地に派遣されている久保比十志柔道コー

チが参加し、日本柔道の魅力を披露しました。その他、コスプレ大会、日本アニメ上映、和食

デモンストレーション、折り紙・書道ワークショップ等のイベントが開催され、日本の現代文化

および伝統文化の双方を紹介する事業となりました。最終日、当地において初めての開催と

なる日本語弁論大会には９名の出場者が参加し、入賞者には出席した藤原聖也大使から賞

状が手渡されました。 

 

 

日本人音楽家によるミニコンサートの開催 

１０月１８日（水） 



 

１０月１８日、第９回国際交響楽フェスティバル出演のため当地を訪れている日本人音楽家

グループ「横浜シンフォニエッタ」（碓井俊樹氏（ピアノ）、井後優弥氏（ピアノ）、平井富司子女

史（ソプラノ）、依田晃宣氏（バスーン）、坂口昴平氏（ヴィオラ））によるミニコンサートが、大使

公邸で開催されました。アルジェリア政府関係者、メディア関係者等を招き、クラシック・オペラ

や日本伝統民謡を中心とした演奏が披露されました。藤原大使は冒頭挨拶の中で、碓井俊

樹氏（ピアノ）が本年７月、音楽を通じた日アルジェリア相互理解の促進という功績により外務

大臣表彰を受賞したことを紹介しつつ、今後の日本とアルジェリアの文化交流により一層期

待したいと発言しました。 

 

 

第９回国際交響楽フェスティバルへの日本人音楽家参加 

１０月１７日（火） 



 

１０月１４日から１８日にかけて、アルジェ・オペラにて開催された第９回国際交響楽フェス

ティバルに際し、日本人音楽家グループ「横浜シンフォニエッタ」（碓井俊樹さん（ピアノ）、井

後優弥さん（ピアノ）、平井富司子さん（ソプラノ）、依田晃宣さん（バスーン）、坂口昴平さん

（ヴィオラ））が参加しました。フェスティバル第４夜となる１７日、メキシコ、ドイツ、南アフリカと

ともに日本の演奏が行われ、クラシック音楽の他、「さくら さくら」等の日本伝統民謡を披露し

ていただきました。演奏後は、観客席から藤原聖也大使による花束贈呈が行われました。 

 

 

藤原美峰女史による日本書道展およびワークショップ 

９月２８日（木）～３０日（土） 



 

９月２８日から３０日にかけて、アルジェ書道博物館にて藤原美峰女史による日本書道展

およびワークショップを実施しました。２８日の開幕式で藤原大使は、２０１７年が日・アルジェ

リア外交関係５５周年という記念すべき年であることに触れ、同文化事業を通じて日本とアル

ジェリアの文化交流を促進していきたい旨述べました。開幕式後に実施された藤原美峰女史

による書道デモンストレーションでは、日・アルジェリアの友好関係にちなみ、「和」の一文字を

披露しました。２９日、３０日には大人、子ども向けワークショップが行われた他、アルジェリア



書道家との交流会も実施し、アルジェリア書道と日本書道について意見交換を行いました。

同事業の記念として日・アルジェリアのコラボレーション作品を２点完成させ、両国の友好関

係をさらに深める文化事業となりました。 

 

 

日アルジェリア外交関係樹立５５周年記念式典の開催 

７月４日（火） 

 

日本がアルジェリアを国家承認した７月４日、アルジェリア文化省協賛の下、日・アルジェリ

ア外交関係樹立５５周年を祝す記念式典が、国立書道博物館と当館との共催で世界遺産の

ムスタファ・パシャ宮殿にて開催され、ゼルーニ元副首相をはじめユースフィ大統領府顧問、

当国外務省関係者、両国の関係発展に貢献した関係者、メディア関係者その他約６０名が出

席しました。同式典では、日本から来訪した森宗勇 日仏茶道交流会代表が備前焼の木村英



昭同会副代表とともに呈茶を、大隈優子同副代表が書道のデモンストレーションを行い、エル

メグベド・アラビア語書道家が自作のアラビア語書道を紹介しました。 

 

冒頭のスピーチにて藤原大使から、独立前から続く両国の友好協力関係について触れた

上、日・アルジェリア関係は５５周年を迎え新たな成熟した段階に入りつつあり、一期一会の

精神に基づく茶道、１０月の「ジャパン・ウィーク」、及び２０２０年の東京オリンピック・パラリン

ピック競技大会に向けた柔道等のスポーツ交流等を通じ、両国関係を一層深化させていきた

い旨述べました。同記念式典の模様はエル・ムジャヒド紙、ル・ジューヌ・アンデポンダン紙、

シャアブ紙等の当地メディアで取り上げられました。 

 

 

日アルジェリア外交関係樹立５５周年記念パンフレット 

 

今般，在アルジェリア日本国大使館は，日本・アルジェリア外交関係樹立５５周年を記念し，

「２０１７年：飛躍の年」と題したパンフレット（仏語）を作成しました。様々な分野におけるこれ

までの二国間関係の歴史を記載しております。 

  【パンフレットはこちら】 

 

 

藤原聖也駐アルジェリア日本国大使の日本外交協会報への投稿 

日本外交協会報平成２９年６月２２日号における「大使の手紙」コーナーに藤原大使の投

稿が掲載されました。同投稿は，「アルジェリアの今と昔」と題し，アルジェリア独立前からの

両国の交流につき紹介しています。 

  【「大使の手紙」はこちら】 

 

 

文化庁文化交流使・山田うん女史の来訪 

４月２０日（木）～２６日（水） 

https://www.dz.emb-japan.go.jp/jp/Brochure2017.pdf
https://www.dz.emb-japan.go.jp/jp/20170622amb-lettre.pdf


 

日本文化庁では、外国において日本文化への理解及び日本と外国の芸術家・文化人等の

連携強化を促進し、国際文化交流の振興を図るために、文化交流使を派遣しております。今

年はダンサー・振付家として活動している山田うん女史が文化庁文化交流使として、４月２０

日から２６日までアルジェリアに来訪し、舞台芸術・視聴覚芸術高等学院（ISMAS）にて学生

を対象にワークショップを実施しました。学生も山田女史からダンスを学び大変に楽しんでい

ました。 

 

 

また、２４日には、藤原大使は山田女史を含め、当国政府関係者、文化関係者、アルジェリ

ア日本友好協会設立メンバー、元国費留学生を大使公邸に招待し、異文化交流の場を設け

ました。 

 

 

アルジェリア国営テレビ（ENTV）へのアニメ放送素材の引渡 

４月２０日（木） 



 

４月２０日、藤原大使はアルジェリア国営テレビ（ENTV）を訪問し、ケラディ ENTV 事務局

長に対し、アニメ放送素材の引渡を行いました。国際交流基金の放送コンテンツ紹介事業と

して、「忍者ハットリくん」、「鉄腕アトム」、「ブラック・ジャック」の三作品が ENTV により放映さ

れます。 

藤原大使は会談において、２０１７年が日アルジェリア外交樹立５５周年という節目の年で

あり、この機会にアルジェリアにおいて人気のある日本のアニメを ENTV で放映できることを

嬉しく思う旨述べるとともに、今後も幅広く文化を通して二国間関係が発展することを期待し

ている旨発言しました。ケラディ事務局長からも、日本のアニメ、マンガをはじめとするポップ

カルチャーがアルジェリア国内で大変人気があり、アニメを放映できることを嬉しく思う、今後

も日本と文化交流を進めていきたい旨発言がありました。 

すべてのアニメはアラビア語吹き替えとなっており、「忍者ハットリくん」は今年のラマダーン

からアルジェリア国内において放映する予定です。続いて他の２つのアニメも同様に放映され

る予定です。今後の詳細は ENTVのホームページにて確認ください。 

ENTVホームページ 

 

 

日・アルジェリア友好レセプションの開催 
３月１９日（日） 

 

http://www.entv.dz/tvfr/index.php
http://www.entv.dz/tvfr/index.php


３月１９日、藤原大使はアルジェリア人国費留学生の日本への出発に際し、日・アルジェリ

ア友好レセプションを開催しました。同レセプションには、ゼルーニ元副首相（元駐日大使）、

ユースフィー大統領顧問、デバガ元駐日大使、ベンハビレス赤新月会長、ラズレグ元オラン

工科大学学長、メキデシュ日・アルジェリア・ビジネスクラブ会長を始め、１００名を越える元留

学生やＪＩＣＡ研修員、日本企業関係者等が参加し、アルジェリア人合気道家５名による合気

道デモンストレーションも披露されました。藤原大使は挨拶において、今年で日・アルジェリア

外交関係樹立５５周年であり、アルジェリア・日本友好協会の設立準備が進んでいることを紹

介しつつ、２０１７年を日・アルジェリア関係飛躍の年にしたい旨発言しました。この４月以降に

４人のアルジェリア人学生が国費留学生として日本に旅立ちます。これまでの国費留学生の

OB、OGは約９０名に上り、JICA研修への参加者は３５０名以上に及んでいます。 

 

 

藤原聖也駐アルジェリア日本国大使へのエル・ムジャヒド紙によるインタビュー 

３月１６日（木） 

３月１６日，当地『エル・ムジャヒド』紙（仏語日刊紙）に藤原大使のインタビュー記事が掲載

されました。同記事は，「藤原聖也在アルジェリア日本国大使：一層我々の関係を強化してい

きたい」と題し，国交樹立５５周年を迎えた日アルジェリア関係を将来的に強化していく方法等

についての藤原大使の発言を報じています。 

  【概要（和文）はこちら】 

 

 

日本映画上映会の開催 

３月１５日（水），１６日（木） 

 

３月１５日，１６日の２日間，Institut Français d’Alger において，『BRAVE STORY』及び

『ロボジー』の２作品を上映しました。 １５日の『BRAVE STORY』の上映会前の冒頭挨拶に

て，藤原大使は，２０１７年が日アルジェリア外交関係樹立５５周年を記念する節目の年であ

り，これを記念する最初の文化事業として，世界で人気のある日本のアニメ映画の上映会を

https://www.dz.emb-japan.go.jp/jp/20170316.pdf


行う旨述べました。 １５日には『BRAVE STORY』を２回上映し，１６日に『ロボジー』を上映し，

２日間で１００名を越える参加者を得ました。 

 

フェンシング女子フルーレシニアナショナルチームの当地来訪 

１月１２日（木）～１５日（日） 

 

アルジェにて１月１３日（金）から１５日（日）にかけて開催されたフェンシング国際大会に参

加するため、日本からフェンシング女子フルーレシニアナショナルチームがアルジェリアを来

訪しました。１２日（木）には、大使公邸において、藤原大使はアルジェリア・スポーツ関係者、

日本・アルジェリア・ビジネス関係者等を招待し、交流会を開催しました。藤原大使は挨拶に

おいて、本年は日アルジェリア外交関係開設５５周年であり、東京２０２０オリンピック・パラリ



ンピック競技大会に向けて、スポーツ分野においても日アルジェリア関係が更に発展すること

を期待している旨発言しました。 


